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1. はじめに
　国際協力機構JICAの要請により、2008年～2010年
に筆者が参画していた「ヨルダン国乾燥地砂防プロジ
ェクト」のフォローアッププロジェクト「ヨルダン国
ダム堆砂対策計画」の実行部隊として派遣されたので
報告する。今回の任務目的は、2010年度のプロジェク
ト完了時に提言した事案の進捗確認とフォローアップ
指導、およびヨルダン国の生命線であるダム貯水池の
機能を維持管理するために必要なダム堆砂対策技術に
関する指導であった。今回の派遣メンバーは筆者と、
MUJIB DAM左岸に位置する地すべり対策に関する技
術指導を行うために杉本宏之氏（（独）土木研究所 地
すべりチーム主任研究員）の２名が派遣された。なお、
本プロジェクトのカウンターパートは前回同様にヨル
ダン渓谷公社（JVA；Jordan Valley Authority）である。
　派遣期間は2013年９月27日～10月5日の９日間であ
り、過去の派遣期間の半分程度だったものの、毎度の
ことながらヨルダン国全土を南北に駆け巡りながら厳
しいスケジュールで任務を遂行してきた。現在、シリ
アで内戦が勃発しているために大勢のシリア難民がア
ンマン郊外に避難しているために少々緊迫した雰囲気
となっていたが、ヨルダン国内の治安は依然としてよ
く、３年ぶりのヨルダンを少々楽しみながら無事任務
を遂行することができた。

2. 現地調査・指導の概要
　杉本氏はMUJIB DAM左岸地すべり周辺を重点的
に、筆者は後述するJVA所管の10基のダム内の６基の
ダムの現地調査と技術指導を行った。以下に概要を示
す。
①MUJIB DAM地すべりにおける対策
　Wadi MUJIB中流域に位置するMUJIB DAM左岸に
地すべり地が分布しており、ダムおよび貯水池への影
響が懸念されていたことから2008年～2010年派遣時に
地すべり対策技術および動態観測に関する指導を実施
していた 写真-1。しかし、2013年2月16日豪雨に伴っ
て地すべり末端が滑動して土塊の一部が貯水池に流入
したことから、緊急対策に関する技術指導を行った。
　今回はOJTによる現地調査を実施した後、1現状に
おけるMUJIB DAM地すべりの安定性の評価、2ダ
ム貯水池に隣接する地すべり地の対策に関する講義
写真-2、3JVA職員に対する地すべり対策実施計画策

写真-1 MUJIB DAMと左岸地すべり地の全景

写真-2 MUJIB DAM地すべり対策に関する講義
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状であった。今後もあまり情勢の好転は望めないかも
しれないが、引き続き努力を続けていただきたいと思
う。
　最後に、本プロジェクトの立ち上げに尽力された
JICA地球環境部の緒方隆二氏と、現地でサポートし
て下さったJICAヨルダン事務所の田中 俊昭所長、涌
井次長、Hani Al-Kurudi所員、平田所員をはじめとす
るみなさまに厚く御礼を申し上げます。

定に関する技術指導、4）MUJIB DAM地すべりへの
緊急対策の提案を実施した。
②ダム堆砂対策計画（６基のダム）
　JVAが所管する10基のダムの内、ダム堆砂が顕著
となっている６基（WADI ARAB DAM、ZIQLAB 
DAM、KARAMEH DAM、WALA DAM 写真-3、
MUJIB DAM、TANNUR DAM）を対象に、ダム
堆砂対策計画等に関する技術指導を行った。なお、
KARAMEH DAMについてはダム堆砂ではなく、ダ
ム上流に位置するガリー侵食対策に関する技術指導を
行った。また、TANNUR DAMについては隣接する
Wadi LABANからの水をTANNUR DAMへの導水計
画に関する現地調査も実施した。
　一般的に、進行するダム堆砂に対して最も効果的な
対策には堆積土砂の除去（除石）や排砂がある。しかし、
ヨルダン国では重機や機材が確保できないこと、ダム
には排砂ゲートが存在するが排砂とともに貴重な水資
源が放流されることをJVA上層部が許可しないため、
除石も排砂も困難な状況にある。このため、2008年～
2010年派遣時には上流域における土砂生産・流出対策
やダム貯水池直上流における貯砂ダムの計画を検討し
てきた。
　今回はダム貯水池直上流における対策に加えて、
TANNUR DAMで実施している排水ポンプシステム
写真-4が排砂に対しても有効であると考え、そのポン
プによる排砂システムを中心に置いた対策について
指導した。また、2010年派遣時に10基のダムに対す
るダム堆砂計画（施設配置計画）を提案していたが、
今回は現状の堆砂状況を考慮してZIQLAB DAMと
TANNUR DAMについては計画を更新した写真-5。

3. おわりに
　今回は2008年～2010年の３カ年にわたる「ヨルダン
国乾燥地砂防プロジェクト」のフォローアップという
位置づけで、地すべり対策とダム堆砂対策に関する
技術指導を行った。ヨルダン国側のC/PであるJVAの
方々は３年前と変わらず真摯な態度でプロジェクト
に取り組み、何とかヨルダン国の水資源を確保すべく
日々努力しており、心から敬意を表したい。しかし、
残念なことに３年前と比べて中東情勢が大きく変化し
た影響を受けてJVAの予算が大幅に縮小されてしま
い、本プロジェクトはほとんど進展していないのが現 写真-5 TANNUR DAM上流の貯砂ダムの候補地点

写真-4 TANNUR DAMでのポンプによる排水状況

写真-3 WALA DAMの堆砂状況と埋没した取水口

埋没した下段の取水口
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